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地
域
お
こ
し
協
力
隊

̶

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
。̶

01.
02.
　

03.

イキイキとした子どもたち（中野隊員）

活動報告会の準備（右から山谷隊員・
亀田隊員・髙橋隊員）

協力隊終了後に焼き鳥店を開業した松本隊員

04.
05.
　

06.

空き店舗の活用を行う佐藤隊員

活動報告会の実施（右から松本隊員・
中野隊員・武澤隊員・西山隊員）

子ども向けの合氣道教室（亀田隊員）
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平
成
28
年
度
、
長
万
部
町
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
導
入
し
、
３
人
の
隊
員
が
誕
生
し
た
。
以

来
、
令
和
５
年
現
在
ま
で
合
計
８
人
の
隊
員
が
活
動
し
て
き
た
。
町
に
新
風
を
も
た
ら
し
、
地
域
の
活

性
化
に
も
貢
献
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
卒
業
後
の
活
動
に
つ
い
て
迫
っ
て
み

た
い
。

専
門
型
と
提
案
型
の
協
力
隊
制
度

　　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
以
下
、
協
力
隊
）
と

は
、
都
市
地
域
か
ら
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

行
が
著
し
い
地
域
に
移
住
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
と
い
っ

た
地
域
お
こ
し
支
援
や
、
農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、
住
民
支
援
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を

図
る
取
り
組
み
で
あ
る
（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
）
。

　

各
地
方
自
治
体
が
隊
員
を
任
命
。
任
期
は

３
年
以
内
、
活
動
内
容
や
条
件
、
待
遇
な
ど
は

自
治
体
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
地
方
自
治

体
が
自
由
に
制
度
設
計
で
き
る
部
分
が
多
い

の
が
特
徴
だ
。
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
制
度
で
、
長
万
部
町
が
導
入
し
た

28
年
度
に
は
全
国
で
約
４
０
０
０
人
の
隊
員

が
活
動
し
て
い
た
。

　

長
万
部
町
は
、
全
国
の
多
く
の
地
方
と
同
様

に
人
口
減
少
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、
中

心
商
店
街
に
空
き
店
舗
が
目
立
つ
一
方
、
令
和

12
（
２
０
３
０
）
年
度
末
の
北
海
道
新
幹
線
長

万
部
駅
開
業
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
は
多
彩
な
人
材
が
求
め
ら
れ
る
。
町
は
地
域

外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
す
べ
く
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
導
入
を
決
め
た
。

　

平
成
28
年
、
町
が
課
題
と
考
え
る
事
業
の

担
い
手
（
観
光
・
農
業
支
援
）
と
し
て
専
門
型

の
隊
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
15
人
が
応
募
。

面
接
を
経
て
隊
員
３
人
を
採
用
し
た
。

　

３
人
の
う
ち
、
２
人
は
観
光
案
内
所
「
イ
ン

フ
ォ
ま
ん
べ
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
き
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
に
参

加
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
携
わ
り
、
１
人
は
そ
れ
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
得
た
知
識
・
技
術
を
生
か
し
、

企
画
分
野
の
支
援
員
と
し
て
活
動
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
力
隊
制
度
を
継
続
し
て
い
く
と
、

町
が
設
定
し
た
課
題
に
限
ら
ず
、
自
ら
挑
戦
し

た
い
事
業
や
テ
ー
マ
を
提
案
す
る
隊
員
志
望

者
が
増
え
た
。
そ
こ
で
、
町
で
は
従
来
町
に
な

か
っ
た
独
自
の
視
点
か
ら
の
事
業
創
出
等
が

商
店
街
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
と
考
え
、
令
和
２
年
度
か
ら
提
案
型
の
協
力

隊
制
度
を
創
設
し
た
。　
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応
じ
て
町
内
を
案
内
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住

民
や
事
業
者
も
紹
介
し
、
町
に
住
む
イ
メ
ー
ジ

を
掴
み
や
す
く
す
る
。

　

採
用
後
は
、
働
き
や
す
い
環
境
を
実
現
す
る

た
め
担
当
職
員
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
例

え
ば
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
身
の
活

動
経
費
に
関
す
る
予
算
要
求
も
含
め
、
事
務

手
続
き
の
多
く
を
隊
員
自
ら
が
行
う
。
ま
た
、

行
政
組
織
全
体
で
隊
員
の
活
動
を
応
援
し
、

隊
員
が
円
滑
に
仕
事
や
定
住
準
備
を
進
め
る

た
め
、
配
属
先
の
職
員
と
協
力
隊
の
担
当
職
員

が
協
力
す
る
。
活
動
報
告
会
を
月
に
一
度
開
き
、

隊
員
の
状
況
を
詳
細
に
把
握
し
、
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
細
や
か
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
孤
立
化
を
防
ぐ
。

　

隊
員
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
他
の
隊
員

が
協
力
し
た
り
、
視
察
研
修
に
一
緒
に
参
加
し

た
り
、
隊
員
同
士
が
交
流
す
る
機
会
も
設
け
て

い
る
。
年
に
一
度
の
町
民
向
け
活
動
報
告
会
で

は
、
企
画
・
運
営
を
隊
員
た
ち
が
一
丸
と
な
っ

て
行
う
。

　

こ
う
し
た
隊
員
活
動
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
町
に
な

か
っ
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
実
現
し
、

町
民
の
参
加
も
増
え
、
着
実
に
活
性
化
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。

活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち

　

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
４
月
現
在
、
６
人

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

町
で
は
、
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、
「
見

守
り
方
が
重
要
」
と
の
考
え
を
基
本
に
、
採
用

前
か
ら
採
用
後
ま
で
職
員
が
寄
り
添
っ
て
支

援
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
募
集
時
に
は
専
門
型
、
提
案
型
に
限

ら
ず
、
応
募
者
の
挑
戦
し
た
い
事
業
の
内
容
に

の
隊
員
が
卒
業
し
、
卒
業
時
点
で
は
５
人
が
町

内
で
起
業
・
就
職
す
る
な
ど
、
定
着
率
は
高
い
。

　

平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
３
月
に
卒
業
し
た

中
野
美
貴
さ
ん
は
、
協
力
隊
と
し
て
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
や
木

育
活
動
な
ど
の
経
験
を
基
に
、
卒
業
後
、

「
o
f
f
i
c
e
ご
え
ん
」
を
設
立
。
学
習
文

化
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
社
会
教
育
事
業
と
し

て
「
放
課
後
子
ど
も
体
験
教
室
（
放
課
後
み
っ

け
ク
ラ
ブ
）
」
を
町
教
育
委
員
会
と
共
催
し
、

令
和
元
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
。
小
学
生
を
対
象

と
し
、
放
課
後
や
休
日
に
も
の
づ
く
り
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
30
年
に
着
任
し
た
松
本
雄
祐
さ
ん
は
、

当
初
は
農
業
を
志
す
も
方
針
転
換
し
て
飲
食

店
の
開
業
を
目
指
し
た
。
卒
業
後
の
令
和
３

年
４
月
、
中
心
商
店
街
の
一
角
に
「
炭
火
焼
き

鳥
ま
っ
ち
ゃ
ん
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
現
在
、

店
主
と
し
て
厨
房
に
立
ち
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

亀
田
純
孝
さ
ん
は
図
書
館
職
員
と
し
て
の

定
住
を
目
指
し
て
、
令
和
２
年
４
月
に
着
任
し
、

長
万
部
町
図
書
館
業
務
の
補
助
に
当
た
る
傍

ら
、
静
狩
湿
原
特
別
展
な
ど
の
展
示
企
画
、
合

氣
道
教
室
、
オ
ー
サ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
（
作
家
を
招

い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
等
の
自
主
企
画
を

実
施
。
卒
業
後
の
令
和
５
年
４
月
、
目
標
ど
お

り
図
書
館
司
書
と
し
て
長
万
部
町
図
書
館
へ

の
就
職
が
実
現
し
た
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
現
在
、
児
童
発
達
支
援

事
業
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開

所
を
実
現
し
、
こ
ど
も
食
堂
「
お
っ
ち
ゃ
ん

こ
」
を
運
営
す
る
隊
員
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
グ

ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
飲
食
事
業
の
創
出
を
目
指
す

隊
員
が
活
動
中
で
あ
る
。

03

よ
し
た
か
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ま
つ
り

̶

ま
ち
を
元
気
に
す
る
ま
つ
り
。̶

　

伝
統
の
祭
礼
か
ら
盛
大
な
産
業
祭
り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
躍
動
す
る
長
万
部
町
。
特
に

夏
に
は
、
２
日
間
で
約
１
万
人
が
集
ま
る
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
」
、
勇
壮
に
し
て
熱
気
あ
ふ

れ
る
飯
生
神
社
例
大
祭
や
静
狩
稲
荷
神
社
祭
典
の
神
輿
海
中
禊
な
ど
、
人
々
を
元
気
に
し
て
く
れ
る

ま
つ
り
が
立
て
続
け
に
行
わ
れ
る
。

静狩稲荷神社祭典 神輿海中禊
毎年７月10日、漁業の豊漁と無事故を願ってみこしを担いだ若

者たちが各家庭を回り、最後は噴火湾前浜を練り歩いて海中

に入っていく勇壮な伝統行事。

飯生神社例大祭
毎年8月9～11日、飯生神社で開催される夏恒例の例大祭。国指定

の重要無形民俗文化財である松前神楽が披露される9日の宵宮

祭り、長万部太鼓やみこし渡御が行われる10日の本祭が見どころ。

さらに神社横の広場では多彩なイベントが繰り広げられる。

おしゃまんべ毛がにまつり

み
こ
し

みこし

「おしゃまんべフェスティバル」を前身として、平成11（1999）年に

名称を変えて続く、町最大のイベント「おしゃまんべ毛がにまつ

り」。「毛がに全日本早食い競争」などのステージイベントに加え、

数量限定毛がに格安即売会や地元の新鮮野菜即売会、長万

部名物のかにめしやホタテなど長万部のグルメを楽しめる。毎

年６月下旬～７月上旬の土・日曜日にふれあい公園で開催。
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